
剣
陵
会
総
会

・
修
了
生
を
祝
う
会

月

日
、
修
了
生

人
を
含
む

人
の

３

27

5

21

参
加
の
も
と
、
桜
山
キ
ャ
ン
バ
ス
本
部
棟
４
階

大
ホ
ー
ル
に
て
剣
陵
会
総
会
を
行
い
、
そ
の
後

場
所
を
同
キ
ャ
ン
パ
ス
内
「
サ
ク
ラ
サ
イ
ド
テ

ラ
ス
」
に
移
し
、
懇
親
会
並
び
に
修
了
生
を
祝

う
会
を
行
い
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
参
加
頂
い
た
中
山
研
究
科
長

写

(

真

は
来
賓
挨
拶
で
、

)「

年
度
経
済
学
研

24
究
科
前
期
課
程
入
試

は
、
志
願
者
多
く
定

員

名
の
合
格
者
を
出
せ
た
が
、

名
の
入
学

40

10

辞
退
が
出
た
。
こ
れ
は
原
因
を
探
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
再
来
年
度
山
の
畑
キ
ャ
ン
パ
ス
の

経
済
学
部
棟
建
て
替
え
が
着
工
す
る
。
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
学
部
も
入
る
の
で
、
今
の
建
物
よ

」

。

り
大
き
く
な
る

と
状
況
を
説
明
さ
れ
ま
し
た

期
堀
尾
博
樹
氏(

写
真)

記
念
講
演

16

「
社
会
的
企
業
の
制
度
選
択

多
様
性
・
共
生
社
会
へ
の
対
応

」

|

|

堀
尾
氏
は
剣
陵
会
新

希
望
学
研
究
会
に
所
属

し
、

年
出
版
の
『
ポ

22

ジ
テ
ィ
ブ
エ
イ
ジ
ン
グ

へ
の
展
望
』
で
は
、
表
題
の
論
文
を
執
筆
し

ま
し
た
。

シ
ニ
ア
の
活
躍
の
場
と
し
て
「
サ
ー
ド
セ
ク

タ
ー
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

、
フ
ァ
ー
ス

。

ト
セ
ク
タ
ー(

行
政)

、
セ
カ
ン
ド
セ
ク
タ
ー(

企

業)

、
そ
し
て
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー(

社
会
福
祉
法

人)

に
関
わ
っ
た
経
験
を
生
か
し
て
、
社
会
的

企
業
と
し
て
の
非
営
利
法
人
の
税
制
に
焦
点
を

当
て
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
制
度
選
択
が
有
利

か
、
と
い
う
視
点
で
話
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
法
人
税
申
告
用
損
益
計
算
書
を
使
っ
た
説

明
は
、
制
度
選
択
が
税
負
担
軽
減
に
繋
が
る
と

い
う
こ
と
で
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

山
の
畑
キ
ャ
ン
パ
ス
は
人
文
社
会
学
部
棟(

一

号
館)

が

年
に
完
成
し
、
学
生
会
館
が

年

97

20

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
中
で
、
経
済
学
部
棟
は

ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
度
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

経
済
学
部
棟
に
同
居
し
て
ま
す
。

前
述
の
中
山
研
究
科
長
の
紹
介
を
受
け
、
市

大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
再
編
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

閲
覧
し
ま
し
た
。
第1

期(

配
置
図)

と
し
て
、

経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部
及
び
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
研
究
科
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の

が
整

研
究
施
設
、
教
室
、
図
書
館
、
食
堂
な
ど

基
本

備(

階
建
て)

さ
れ
る
よ
う
で
す
。
整
備

5

構
想
設
計
を
委
託
す
る
業
者
は
コ
ン
ペ
に
よ
り
、

山
下
設
計
・F

U
L
L
P
O
W
E
R
S
T
U
D
I
O

共
同
事
業

体
に
な
り
、

年
度
供
用
開
始
の
よ
う
で
す
。

27

公
共
建
築
が
建
築
資
材
の
値
上
が
り
や
人
手

不
足
な
ど
で
入
札
不
調
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

順
調
に
推
移
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

社
会
人
大
学
院
創
設

周
年
記
念
植
樹(

写

10

真)

は
新
棟
と

号
館
の
間
の
緑
地
帯
に
植
え

3

ら
れ
て
い
ま
す
。

年

月
、
当
時
の
研
究
科

00

3

執
行
部
の
、
塩
見
治
人
研
究
科
長
（
左
か
ら

４
人
目

、
安

）

藤
金
男
副
研
究

科
長
（
左
か
ら

３
人
目

、
薮

）

内
繁
己
副
研
究

科
長
（
左
か
ら

人
目
）
と
剣

2陵
会
役
員
の
、

西

村

明

会

長

（
左
か
ら
５
人

目
、
故
人

、
）

梅
原
浩
次
郎
副

会
長
（
左
か
ら

６
人
目

、
加

）

藤
義
幸
事
務
局
長

左
端

杉
浦
昌
樹
氏

右

（

）
、

（

端
）
の
皆
さ
ん
に
よ
り
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

(

写
真)

直
径

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

メ
ー
ト

30

6

ル
程
度
の
大
木
。
今
ま
で
リ
フ
ォ
ー
ム
・
剪
定

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
配
置
図
で

は
新
棟
に
辛
う
じ
て
掛
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

資
材
置
場
や
次
期
整
備
計
画
で
ど
う
な
る
か
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
学
側
と
も
連
絡
を
取
り

な
が
ら
剣
陵
会
の
貢
献
と
意
思
を
伝
え
て
来
た

象
徴
と
し
て
、
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

皆
さ
ま
の
お
考
え
を
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
下

さ
い
。

記念植樹の現在

撮影濱島24.6.1

記念植樹石碑

記念植樹贈呈当時、研究科長室に 飾られていた

写真。当局がデータ化していて提供された。

剣陵会ニュース 2024年7月号

総会後の集合写真 前列左から 人目 杉本和夫剣陵会会長 人目今川隆 修了生 、 人目望月卓馬 修了: 5 6 7、 ( ) (

) ( ) ( ) ( )、生 、 人目広瀬聡 修了生 、 人目大久保直樹 修了生 、後列右から 人目秋山直美 修了生8 9 1

於本部棟大ホール 写真濱島



愛
知
工
業
大
学
教
授

羽
田

裕

氏(

写
真)

私
は
，
名
古
屋
市
立
大
学
人
文
社
会
学
部
現

代
社
会
学
科
を1
期
生
と
し
て
卒
業
，
そ
し
て

経
済
学
研
究
科
博
士
前
期
，

後
期
課
程
へ
と
進
学
，
博
士

（
経
済
学
）
を
取
得
し
，
現

在
，
愛
知
工
業
大
学
経
営
学

部
兼
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
室
に
て
研
究
者
と
し

て
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

私
の
研
究
者
人
生
を
通
じ
て
最
も
大
切
だ
と

，
「

」

感
じ
て
い
る
こ
と
は

出
会
い
と
つ
な
が
り

で
す
。

ま
ず
研
究
者
と
し
て
育
て
て
頂
き
ま
し
た
大

学
院
時
代
か
ら
の
恩
師
で
あ
る
塩
見
治
人
先
生

と
の
出
会
い
で
す
。
研
究
者
と
し
て
の
す
べ
て

が
，
大
学
院
時
代
か
ら
こ
れ
ま
で
の
塩
見
先
生

の
教
え
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
教

え
を
今
後
も
大
切
に
し
て
い
く
と
と
も
に
，
次

の
世
代
へ
と
バ
ト
ン
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

私
の
使
命
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
，
私
が
研
究
者
と
し
て
の
道
を
歩
み
き

っ
か
け
を
作
っ
て
頂
い
た
学
部
時
代
の
恩
師
で

あ
る
安
川
悦
子
先
生
と
の
出
会
い
で
す
。
研
究

者
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば

「
学
問
的
に
確
立

，

さ
れ
て
い
る
経
済
学
の
道
を
進
み
な
さ
い
」
と

い
う
こ
と
で
塩
見
先
生
を
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
「
つ
な
が
り
」
だ
思
い
ま
す
。
そ
し
て

両
恩
師
と
は
，
現
在

「
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

，

研
究
会
」
に
て
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
，

か
わ
い
い
？
弟
子
と
し
て
未
だ
に
ご
指
導
頂
け

る
と
い
う
ご
縁
を
頂
い
て
お
り
，
こ
こ
に
も
つ

な
が
り
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
今
ま
さ
に
研
究

会
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
視
点
か
ら
つ
な

が
り
を
分
析
し
て
お
り
，
私
の
研
究
者
人
生
は

「
出
会
い
と
つ
な
が
り
」
の
一
言
に
尽
き
る
と

感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

現
在
，
経
営
学
部
の
教
員
と
し
て
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
，
経
営
戦
略
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま

た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
室
で
は
，
地
域
社
会
で

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て

大
学
と
し
て
使
命
を
果
た
し
て
い
く
た
め
の
体

制
づ
く
り
，
取
り
組
み
等
を
企
画
し
，
展
開
し

て
い
ま
す
。
今
後
，
ま
す
ま
す
地
域
社
会
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
と
な
り
，
こ
の
問

題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
に
は
つ
な
が
り
が
す

ご
く
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
剣

陵
会
ニ
ュ
ー
ス
を
き
っ
か
け
に
新
た
な
出
会
い
，

そ
し
て
つ
な
が
り
が
う
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し

つ
つ
，
文
章
を
締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

小
島
千
草

氏(

写
真)

期
33

学
研
究
科
の
博
士
前
期
課
程
に
入
学
を

経
済

決
め
た
の
は
、
職
場
の
大

学
で

年
ほ
ど
中
国
と
の

10

連
携
業
務
に
携
わ
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。

中
国
の
大
学
は
産
学
官
連
携
が
と
て
も
活
発

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
家
重
点
大
学
の
附
属

の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
内
に
は
、
教
員
や
学
生

が
起
業
し
た
数
百
社
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
さ
れ
、
大
学
周
辺
に
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
ト
を
終
え
た
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

産
業
集
積
地
帯
が
形
成
さ
れ
て
、
地
域
の
経
済

発
展
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

成
長
し
た
企
業
は
、
大
学
の
近
隣
に
本
社
ビ

ル
を
建
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
と
企
業
の
境
界
が
分

か
ら
な
い
く
ら
い
大
学
と
融
合
し
て
い
ま
す
。

中
国
の
経
済
産
業
の
発
展
を
支
え
る
パ
ワ
ー

の
源
は
、
大
学
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
実
感

い
た
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
日
本
の
大
学
も
国
や
地
域
を
元
気

に
す
る
た
め
に
、
産
学
官
連
携
を
通
じ
て
も
っ

と
役
立
て
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
博

士
前
期
課
程
で
は
産
学
官
連
携
を
促
進
す
る
要

因
の
研
究
を
テ
ー
マ
に
選
び
ま
し
た
。

現
在
は
博
士
後
期
課
程
に
在
籍
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
日
本
の
経
済
産
業
発
展
の
鍵
と
な
る
、

共
同
研
究
、
特
許
創
出
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な

ど
、
産
学
官
連
携
活
動
を
活
発
に
す
る
方
策
の

研
究
を
試
み
て
い
ま
す
。

大
都
市
の
楽
園(

パ
ラ
ダ
イ
ス)

杉
本
和
夫
氏

期
15

ゴ
ジ
カ
ラ
村
の
名
前
と
存
在
は
、
日
本
産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
の
会
員
が
老
人
の
た
め
の

「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」(

老
人
か
ら
お
話
を

お
聴
き
す
る)

に
何
度
も
訪
問
し
て
お
り
、
以

前
か
ら
知
っ
て
い
た
。

私
は
今
回
、
剣
陵
会
「
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研

究
会
」
の
視
察
で
初
め
て
訪
問
し
た
。
介
護
施

設
と
い
う
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
が
、

都
会
の
中
の
オ
ア
シ
ス
、
別
世
界(

地
上
の
パ

ラ
ダ
イ
ス)

に
来
た
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。

そ
う
感
じ
た
理
由
は

①
都
会
に
隣
接
し
た
森
の
中
、
木
が
多
く
数
々

の
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
ア
ジ

サ
イ
。

②
村
の
中
で
の
老
若
男
女
の
元
気
な
声
や
笑
い

声
。
何
か
楽
し
い
行
事
が
行
な
わ
れ
て
い
る
よ

」

う
な
雰
囲
気
。

③
そ
こ
に
い
る
人
た
ち
が
み
な
親
切
で
、
ま
る

で
友
達
や
家
族
の
よ
う
な
親
し
さ
。
私
は
集
合

場
所
を
間
違
え
た
が
、
親
切
に
も
、
そ
の
な
か

に
あ
る
幼
稚
園
の
園
児
の
母
親
に
引
率
し
て
い

た
だ
き
、
集
合
場
所
に
た
ど
り
つ
い
た
。

④
こ
ん
な
「
人
に
優
し
い
」
世
界
が
身
近
に
あ

る
の
だ
と
い
う
驚
き
。
そ
こ
で
出
会
う
人
は
、

誰
に
と
っ
て
も
こ
こ
が
居
場
所
で
、
私
の
よ
う

な
初
訪
問
者
で
も
違
和
感
が
な
い
。
全
員
が
笑

顔
で
こ
ち
ら
も
元
気
に
な
る
。

久
し
ぶ
り
に
人
間
の
や
さ
し
さ
を
感
じ
た
。

ま
た
来
よ
う
と
思
う
。

編
集
後
記:

記
念
植
樹
は
周
り
の
大
木
の
緑
と
同
化
し
、
石

碑
は
雑
草
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す

「
社
会
人
」
に
込
め
ら
れ
た

。

当
時
の
熱
い
思
い
を
馳
せ
次
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
。

投
稿
募
集
中
、

事
務
局

k
i
k
i
7
5
4
5
6
8
6
9
@
y
a
h
o
o
.
c
o
.
j
p

宛
お
送
り）

く
だ
さ
い
。

（
先
憂
子

「ゴジカラ村」林の中で

前列左より塩見先生、加納先生、杉本、宮崎先生、村瀬(ゴジカ

写ラ村)、後列左より羽田、堀尾、岡田、中山 24.6.14
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